
　新型コロナウイルス感染症が国内で拡大しています。
　本市では、市保健所を中心に市内における感染リスクの低減、発生時における医療体制の構築など
について、１月下旬から取り組んでいます。
　市民の皆さんへの注意喚起につきましては、１月２４日から注意喚起のポスターを、日本語・英語・中
国語・日本語中国語の併記の４種類で作成し、駅、飲食店、商業施設などに約２万枚を配布し、その後
も、最新の内容のものを掲示しています。２月４日の全市合同町会長会議においても、保健所長から感
染症予防の基本ルールなどについて説明を行っています。
　さらに、市民の皆さんからの相談対応については、２月５日に市保健所に相談電話を３回線開設した
ところであり、３月２日からは、相談電話の回線を５回線に増強し、市民の皆さんからの相談に対応して
参ります。
　相談電話では、２月１７日に厚生労働省が示した新型コロナウイルスについての相談・受診の目安に
より、風邪の症状や３７．５度以上の発熱が４日以上続いているか、強いだるさや息苦しさがあるかなど
を確認し、感染の疑いのある相談が寄せられた場合には、保健所において市内にある複数の帰国者・
接触者外来の医療機関等に受診の調整を実施し、適切な対応を行っています。
　また、市保健所は、開所当初よりウイルス検査を行うことができるリアルタイムＰＣＲ装置を導入し、
今年１月に１台追加しました。３月１週目には、１日２０人程度の新型コロナウイルス検査が自前で実施で
きるよう準備を進めています。(なお、検査は医師が総合的に判断した結果、新型コロナウイルス感染
症を疑う場合等に保健所に相談の上、行われます。)
　２月２１日には、これまで開催していた「新型コロナウイルス連絡会議」を、私をトップとする「新型コロ
ナウイルス対策本部会議」とし、その場で、私から全庁一丸となり、市民の不安に向き合い、感染拡大防
止に取り組むよう指示しました。
　併せて、市主催のイベントにおいても、感染リスクを踏まえ、個別のイベントの中止・延期を判断する
ように方針を示しました。皆さんも、風邪のような症状や発熱がある場合は外出を控え、自宅療養をし
ていただくようお願いいたします。なお、医療機関を受診されるときには、必ず事前に電話連絡して受
診してください。
　また、２月２５日には、市内医療機関、医師会、市保健所などの関係者を集め、私から今後の医療体制
について、医師会の協力を得た体制の充実の検討など、早め早めの対応を取るよう話をし、認識を共
有したところです。
　何よりも大切なことは、市民の皆さんが感染しないことが最も効果的な拡大防止策だということで
す。ここ１～２週間の対策が感染の拡大を抑制できるかどうかの瀬戸際です。
　市民の皆さんには、引き続き「正しく恐れる」ことが重要であり、こまめな手洗いや消毒、咳エチケッ
ト、なるべく人混みは避けることなどに取り組んでいただくようお願いいたします。
　今後も、６０万市民の健康を守ることを第一に、全庁一丸となって取り組んで参ります。

川口市民の皆さんへ
（新型コロナウイルス感染症に関する市長メッセージ）
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新型コロナウイルスを防ぐには
新型コロナウイルス感染症とは

日常生活で気を付けること

発熱やのどの痛み、咳が長引くこと（１週間前後）が多く、強いだるさ
（倦怠感）を訴える方が多いことが特徴です。
感染しても軽症であったり、治る例も多いですが、季節性インフルエンザと
比べ、重症化するリスクが高いと考えられます。重症化すると肺炎となり、
死亡例も確認されているので注意しましょう。
特にご高齢の方や基礎疾患のある方は重症化しやすい可能性が考えられます。

新型コロナウイルスは飛沫感染と接触感染により感染します。空気感染は起
きていないと考えられていますが、閉鎖した空間・近距離での多人数の会
話等には注意が必要です。

まずは手洗いが大切です。外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前など
にこまめに石けんやアルコール消毒液などで手を洗いましょう。
咳などの症状がある方は、咳やくしゃみを手で押さえると、その手で触った
ものにウイルスが付着し、ドアノブなどを介して他の方に病気をうつす可能
性がありますので、咳エチケットを行ってください。
持病がある方、ご高齢の方は、できるだけ人込みの多い場所を避けるなど、
より一層注意してください。

感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイルスが放
出され、他の方がそのウイルスを口や鼻などから吸い込んで感染
します。

感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物に触
れるとウイルスがつきます。他の方がそれを触るとウイルスが手
に付着し、その手で口や鼻を触ると粘膜から感染します。

飛沫
感染

接触
感染

発熱等の風邪の症状が見られるときは、学校や会社を休んでください。※

発熱等の風邪症状が見られたら、毎日、体温を測定して記録してください。

けんたいかん

ひまつ

せき



こんな方はご注意ください

※学校や会社を休んだときに注意すること

次の症状がある方は「川口市保健所専用電話」にご相談ください。

相談の結果、新型コロナウイルス感染の疑いがある場合には、
「帰国者・接触者外来」を紹介しています。
マスクを着用し、公共交通機関の利用を避けて受診してください。

◯医療機関を受診するときには、いきなり受診せずに、必ず事前に電話で
医療機関に連絡をした上で受診してください。これは、新型コロナウイル
ス感染症に限らず、感染するリスクまたは感染させるリスクを低減するた
めに重要なことです。

風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続いている
（解熱剤を飲み続けなければならないときを含みます）

①睡眠を充分にとる　②栄養を充分にとる　③水分を充分にとる
④手をこまめに洗う　⑤毎日体温を測定し、記録しておく　等

強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある

※ 高齢者や基礎疾患等のある方は、上の状態が２日程度続く場合

（厚生労働省ホームページ「令和２年２月２５日改定版」を参考に作成）

【川口市新型コロナウイルス感染症相談電話】
i048-423-6832　平日・土曜日（8：30～17：15）

※土曜日は3月7日から受付

【埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター】
i0570-783-770　（24時間受付） 

※3月1日開始。1日～4日までは9：00～21：00（夜間＃7119）

自宅療養するときのポイントは以下のとおりです



× ×

手洗い マスクの着用

咳エチケット

感染症予防の基本ルール

手洗いの前に ・爪は短く切ります
・時計や指輪は外しておきます

・紐をもって顔から外す
・マスク表面には触れずに捨てる

鼻と口の両方を
確実におおう

ゴムひもを耳にかける 隙間がないよう
鼻までおおう

・マスクを着用します。
・ティッシュなどで鼻と口をおおいます。
・とっさの時は袖や上着の内側でおおいます。
・周囲の人からなるべく離れます。

（首相官邸ホームページを参考に作成）

つけるとき

外すとき

石けんで洗い終わったら十分に水で流し清潔なタオルや
ペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

感染症予防の基本は、「手洗い」や「マスクの着用」を含む「咳エチケット」です。
自分でできる予防策を知って、日ごろから心がけましょう。

くしゃみや咳が出るときは、飛沫にウイル
スを含んでいるかもしれませんので、次の
ような咳エチケットを心がけましょう。

まずはこれで対応！

流水でよく手をぬらした後、石けん
をつけ、手のひらをよくこすります。

手の甲をのばすようにこすります。

1 2

指先・爪の間を念入りにこすります。 指の間を洗います。

3 4

親指と手のひらをねじり洗いします。 手首も忘れずに洗います。

5 6

咳やくしゃみを
手でおさえる

何もせずに咳や
くしゃみをする

せき

①マスクを着用する
（口・鼻をおおう）

②ティッシュ・ハンカチ
で口・鼻をおおう

③腕で口・鼻を
おおう

うで

せき

マスクがない時

3つの咳エチケット　
！ とっさの時！

電車や職場、学校など
人が集まるところでやろう

新型コロナウイルス感染症に関する最新情報
を、市保健所のホームページに掲載しています
ので、ご覧ください。

現在、多くのイベントや行事などが中止になって
おり、また、休館している施設もあります。それぞ
れの最新の状況をご確認ください。

川口市 イベント 中止 検索

川口市保健所 コロナ 検索
せき


